
最
小自
乗
法
の
基
礎
と
計
量
経
済
学
に
お
け
る
そ
の
適
用

宮　
川
　
　
公
　
男

　
同
時
的
及
び
時
系
列
デ
｜
タ
ー
か
ら
の
経
済
的
関
係
式
の
推
定
1
そ
れ
　
　
同
様
に
不
思
議
で
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
最
も
顕
著
な

は

計
量
経
済

学
の
主要
な
一
部
門
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
先
づ
二
つ
の
問
題
　
　
理
由
と
し
て
、
最
小
自
乗
法
を
育
て
て
来
た
実
験
可
能
な
自
然
科
学
と
い
う

を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
円
関
係
式
の
函
数
型
の
決
定
。
口
そ
の
パ
ラ
メ
　
　
土
壌
に
は
、
実
験
不
可
能
な
経
済
現
象
か
ら
生
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
い
う
土
壌

ー
タ
ー
の
推
定
法
の
決
定
、
で
あ
る
。
円
の
問
題
は
、
主
と
し
て
経
済
理
論
　
　
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
「
肥
料
」
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今

に

依
存し
、
そ
れ
に
数
学
的
要
素
が
交
錯
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
　
　
日
の
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
シ
ャ
ン
の
最
小
自
乗
法
批
判
の
先
駆
と
な
っ
た
一
人
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
我
々

は
こ
の
間
題
を
扱
お
う
と
は
し
な
い
で
、
我
々
の
議
論
を
線
型
式
　
　
ー
ヴ
ェ
ル
モ
ー
の
論
拠
も
煎
じ
詰
め
れ
ば
こ
の
二
つ
の
土
壌
の
異
質
性
に
あ
　
　
一

を
前
提
と
し
て
進
め
る
。
⇔
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
決
定
の
　
　
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
同
時
方
程
式
か
ら
最
小
自
乗
法
を
　
5
2

基
準と
し
て
何
が
最
良
で
あ
る
か
朗
白
で
な
い
。
最
近
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
シ
ャ
　
　
捨
て
て
最
尤
法
へ
・
移
る
こ
と
だ
け
が
、
二
つ
の
土
壌
の
異
質
性
の
認
識
の
唯
　
　
一

ン

の
間

で
勢を
得
て
い
る
の
は
最
尤
法
の
主
張
で
あ
る
が
（
統
計
的
決
定
論
　
　
一
の
方
法
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
ま
だ
、
間
接
最
小
自
乗
法
と
呼
ば
れ
る
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

の

研
究も
よ
り
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
的
適
用
に
は
筒
大
き
な
距
離
が
　
　
導
型
（
叶
O
工
已
△
6
●
　
⌒
O
刈
目
P
）
に
よ
る
も
の
あ
り
、
ま
た
ウ
ォ
ル
ト
の
如
く
逐
次

あ
る
）
、
そ
の
他
伝
統
的
な
最
小
自
乗
法
、
娯
法
、
㎡
法
等
が
あ
る
。
し
か
　
　
　
（
『
O
O
已
叶
o
り
印
く
O
）
模
型
に
最
小
自
乗
法
擁
護
の
拠
り
所
を
求
め
る
方
向
も
あ
る
。

し
、
こ
れ
ら
の
中
で
経
済
分
析
に
お
い
て
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
我
　
　
こ
れ
ら
の
諸
方
向
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は

々

に

親し
み
の
深
い
の
は
最
小
自
乗
法
で
あ
る
。
ガ
ウ
ス
が
そ
の
原
理
を
確
　
　
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
ど
れ
か
一
つ
の
方
向
が
排
他

立し
て
以
来
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
諸
科
学
に
お
い
て
、
曲
線
の
あ
て
は
め
、
誤
　
　
的
に
正
当
で
あ
る
と
い
う
如
き
結
論
は
、
出
す
べ
き
で
も
な
い
し
、
又
そ
れ

差
の

調
整
等に
、
揺
ぐ
こ
と
の
な
い
王
座
を
占
め
て
来
た
最
小
自
乗
法
が
、
　
　
は
不
可
能
で
も
あ
ろ
う
が
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
論
が
最
小
自
乗
法
の
基

経
済
デ
ー
タ
ー
の
解
析
に
も
指
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
来
た
と
し
て
も
何
の
　
　
礎
原
理
と
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
か
た
つ
い
て
は
、
一
つ
の
明
確
な
も
の
が

不
思
議も
な
い
こ
と
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
小
自
乗
法
の
応
　
　
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ

用が
、
そ
の
基
礎
原
理
を
省
み
る
こ
と
な
く
、
無
批
判
的
に
行
わ
れ
る
と
し
．
　
こ
こ
で
取
扱
お
う
と
す
る
こ
と
は
、
根
本
的
な
問
題
の
一
部
で
あ
っ
て
、
他

た
なら
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
落
し
穴
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
、
　
に
経
済
デ
ー
タ
ー
の
特
徴
た
る
時
系
列
性
や
観
察
誤
差
の
問
題
等
を
も
論
じ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

なけ
れ
ば
不
十
分
な
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
省
略
す
る
。
　
　
　
　
　
　
特
に
零
元
と
の
距
離
「
亜
T
（
少
恥
）
“
　
を
ノ
ル
ム
と
呼
ぶ
。

　
（
1
）
　
弓
゜
出
器
く
亀
日
£
↓
古
o
勺
周
o
げ
飴
ず
」
ピ
∨
》
唱
官
o
自
音
甘
　
ぱ
o
ロ
♀
　
　
こ
こ
で
次
の
こ
と
が
成
立
つ
。

　
　日

o
昌
」
o
°
。
“
ヒ
弓
8
遣
o
§
ミ
ユ
e
“
＜
o
一
゜
戸
N
°
ω
ロ
8
甘
日
o
ロ
〔
∨
巳
さ
］
「
置
“
　
　
　
万
俗
一
一
⊥
〇
二
恥
二
…
m
非
O
☆
口
頁
＝
⑳
・
一
V
O

　　
b
・
」
O
ふ
・
そ
の
他
O
o
笥
冨
゜
・
O
o
目
旨
声
切
c
。
ざ
目
ζ
o
旨
o
σ
Q
叶
①
吝
2
9
H
P
　
　
　
バ
P
電
）
n
・
㍉
一
旦
（
∨
ト
q
＼
↑
▽
θ
引
覗
沸
）

　
　2

0
°
艮
中
の
弓
゜
民
8
0
日
①
房
“
エ
富
く
匹
目
ρ
後
掲
の
】
・
切
叶
o
昆
。
㌣
　
　
　
一
百
十
ぷ
・
．
い
…
十
一
…
ぷ
．
…
（
W
曲
憩
引
囎
跳
）

　
　宮
而
目
巽
等
の
諸
論
文
を
見
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
で
準
備
を
終
り
、
本
題
に
移
ろ
う
。

　
（
2
）
　
工
゜
司
o
定
…
b
・
ミ
o
ミ
9
ミ
∨
紅
∪
“
戸
q
。
O
ω
“
署
゜
お
ー
認
“
氏
ー
　
　
　
　
ξ
及
び
自
、
白
…
烏
を
L
の
一
定
の
元
と
し
、
白
、
白
…
錫
の
一
つ
の
線

　
　已
“
N
O
N
－
N
9
◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型
式
（
勿
論
こ
れ
も
L
の
元
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（↑
）
　
伽
幹
‖
ず
㌔
一
十
ぴ
臆
Φ
“
十
：
：
：
十
ず
W
の
噂

　
　
　
　一

　最
小自
乗
法
の
数
学
的
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ξ
を
近
似
し
よ
う
と
す
る
と
き
・
ξ
と
堅
と
の
距
離
を
最
小
に
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　

　
先
づ
予

備
的
な

定
義を
述
べ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
轡
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　元ξ
、
η
、
ζ
…
…
の
集
合
は
次
の
条
件
を
満
す
と
き
線
型
空
間
L
を
つ
　
　
（
N
）
∩
‖
雲
十
。
　
油
コ
憤
　
．
‖
師
－
喋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

く
る
と
い
う
。
即
ち
ω
任
意
の
二
元
ξ
、
η
の
和
⑯
＋
ぷ
も
ま
た
L
に
属
　
　
と
書
け
ば
、
ε
は
残
差
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
最
小
自
乗
法
　
弱

する
。
②
　
L
の
任
意
の
元
ξ
と
任
意
の
ス
カ
ラ
ー
c
と
は
L
の
中
に
ス
カ
　
　
は
残
差
の
ノ
ル
ム
を
最
小
に
す
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ー
倍
6
・
輪
を
定
め
る
。
㈲
　
ω
②
の
演
算
は
通
常
の
代
数
の
計
算
法
則
　
　
係
数
玩
、
』
…
…
b
を
決
定
す
る
た
め
に
㎏
を
計
算
す
る
と
、

に

従う
。
と
り
わ
け
L
は
加
法
の
恒
等
元
た
る
零
元
0
を
含
む
。
次
に
、
L
　
　
（
c
◎
）
　
∩
“
1
1
・
・
⑳
ー
輪
苦
“
‖
（
⑳
1
命
き
∩
ー
雲
）

爲
竃
麿
粛
い
銑
翼
霞
（
p
、
）
と
記
す
）
　
；
・
忽
（
§
言
・
・
晒
（
伽
≧

　
（
O
☆
司
）
‖
6
（
P
司
）
…
（
∩
＋
ざ
へ
）
‖
（
伽
・
O
）
＋
（
さ
（
）
（
嵩
雛
腿
博
）
…
（
⇔
・
W
）
1
1
　
　
と
な
り
、
玩
…
、
b
に
関
し
て
微
分
し
て
o
と
お
け
ば
、

簗
難
…
翼
（
§
　
　
　
　
（
・
）
㌫
籔
欝
環
擦
議
講
蹄
㌫
≡

内
積
の
定
義
さ
れ
た
（
線
型
空
間
L
に
お
い
て
、
　
二
元
間
の
距
離
伽
1
“
…
．
を
　
　
こ
れ
が
ぴ
の
係
数
を
決
定
す
る
正
規
方
程
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
　
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
で
こ
の
正
規
坊
程
式
の
係
数
の
行
列
を
A
と
書
き
、
そ
の
行
列
式
を
A
、

　
…
．
輪
」
ぷ
1
1
＋
（
恥
ー
昌
み
ー
ぶ
）
冶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
の
余
因
子
を
ぷ
と
書
こ
う
。
即
ち



（
朝
）

》‖
…
（
，
‥
㍉
‥
°
…
…
㍉
い
ぺ
゜
パ
、
一
》
1
1
一
’
，
㍉
い
“
…
…
・
㍉
三
‥
・
、
⇔
∀
き
）
…
…
（
へ
e
三
e
）
　
　
一
（
ぎ
伽
　
）
…
…
（
伽
、
三
、
）
．
　
ロ
・
三
・
日
・
）
』
ヤ
ゴ
伽
・
－
…
款
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

「
（疏＃
穿
）
：
：
：
（
“
ご
伽
∀
）
、
一
　
　
一
（
伽
ご
竺
）
…
…
（
命
ご
ひ
）
　
一
　
　
　
に
あ
る
、
と
い
い
得
る
。
こ
こ
で
摘
を
計
算
し
て
お
こ
う
。

であ
る
。
前
述
の
内
積
の
性
質
か
ら
、
A
は
勿
論
対
称
行
列
で
あ
る
。
又
　
　
　
　
　
W
（
〔
．
）
1
1
（
商
三
）
ー
宮
（
ひ
せ
）
ー
．
．
…
．
ー
言
（
へ
．
ひ
）

＞
W
O
な
る
こ
と
も
証
明
出
来
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
列
式
で
書
け
ば

方

齢
狂
緊

顯
』
詩
羅
欝
甥
馴
羅
餉
間
懇
誌
已
：
碁
・
）
」
〔
｛
…
‥
嶽
鷲
※
⇔
、
）
一
』

笈
び
芦
は
次
の
如
ぐ
与
え
ら
れ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伽
憾
州
・
・
）
（
へ
電
．
へ
・
）
．
．
．
．
．
、
（
伽
匂
、
伽
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〇
（㌍
へ　

）…
・
：
（
㌍
㌻
）
　
・
・
　
　
　
　
　
　
最
後
に
、
A
が
Φ
甘
ぬ
ロ
一
ロ
叶
な
場
合
、
即
ち
』
‖
O
の
と
き
は
、
行
列
式

（・
；
也
（
§
喰
卿
・
⊥
㍊
‥
沿
…
〕
㍉
崇
℃
）
言
　
　
の
蓬
か
・
駈
．
．
．
墾
次
従
属
、
即
・
ぞ
と
・
；
の
・
で
な
い
q
に

　
　
　　
（
L
　
　
　
　
　
　
　
T
甘
公
§
野
）
…
（
病
∀
w
㌻
）
．
へ
　
　
　
　
　
　
対
し

　
残
差

o

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
念
∪

6㌫
↑
十
：
・
・
：
十
6
乳
s
n
O

⌒
べ
）

61
1
伽
ー
宮
合
1
…
…
げ
叉
電
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
関
係
が
成
立
つ
。
こ
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
複
共
線
性
（
日
巳
亘
8
宗
ロ
？
　
　
一

こ
れ
を
行
列
式
で
書
け
ば
・
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
吋
芭
と
い
わ
れ
る
も
の
で
・
・
の
時
憶
の
間
に
無
駄
が
あ
る
わ
け
で
、
騒

　
　
　
　
　

6
（
伽
三
戸
）
…
…
（
伽
三
ピ
）
　
…
　
　
ふ
（
介
e
…
…
（
㌍
せ
）
一
　
　
　
疏
「
：
：
輪
の
作
る
部
分
空
間
は
b
ー
戸
次
元
以
下
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
　
　
一

（
°
・
）

・

A
㌦
ぽ
莞
　
に
…
竜
》
㌧
、
奪
工
　
　
沿
宅
〉
場
合
も
駈
を
一
次
独
立
の
も
の
だ
け
と
す
る
こ
と
に
よ
・
て
§
旨
゜
・
。
汀

ー
伽
e
（
萌
s
合
）
…
（
伽
さ
古
、
）
　
　
　
　
商
∀
（
商
§
合
）
…
（
伽
s
商
竃
）

の

場合
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

　こ
こ
で
ー
8
〈
げ
［
∧
8
と
す
れ
ば
ぴ
は
L
の
中
に
抄
次
元
の
部
分
空
間
　
　
　
（
1
）
　
例
え
ば
望
井
庁
o
津
昏
］
≦
碧
［
昌
♪
』
防
ミ
さ
こ
ミ
ミ
o
昏
§

を
作
り
、
ぴ
は
ξ
の
こ
の
空
間
上
へ
の
射
影
で
あ
る
。
き
て
も
し
も
L
の
二
　
　
　
　
』
☆
合
、
亀
゜
邦
訳
一
八
二
頁
以
下
参
照
。

元
η
及
び
ξ
と
の
間
に
（
ぷ
“
商
）
1
1
0
な
る
関
係
が
成
立
つ
と
き
、
η
と
ξ
と
は
　
　
　
（
2
）
　
同
右
一
九
七
頁
。

直
交
する
（
。
コ
ぎ
o
q
8
巴
）
と
い
う
。
⑧
か
ら
と
ε
と
む
の
内
積
を
作
る
と
、
　
　
（
3
）
　
例
え
ば
藤
原
松
三
郎
『
行
列
及
び
行
列
式
』
四
五
頁
以
下
参
照
。

分
子
の
行
列
式
に

お

い
て第
一
列
と
第
i
列
が
等
し
く
な
る
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
例
え
ば
↓
“
民
o
o
思
目
飴
日
“
6
些
ぴ
音
s
へ
亀
へ
§
へ
～
さ
さ
さ
ミ
恥
ざ
b
∨
・

（
口
。
）

　
（
。
°
野
）
1
1
0
　
∨
1
1
戸
二
：
・
：
、
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
☆
§
苦
卑
o
び
§
ぶ
苦
ミ
o
軋
6
奇
中
の
ホ
ー
ヴ
ェ
ル
モ
ー
の
論
文
二
六
一

　
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ら
　
　
ト
　
　
シ
　
　
シ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ト
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
シ

即ち
、
残
差
ε
は
駈
、
Ω
…
如
の
各
々
と
直
交
す
る
。
従
っ
て
ε
は
ぴ
と
も
　
　
　
　
頁
以
下
参
照
。

ト
　
　
ト
　
　
も
　
　
へ

直
交
する
。
例
え
ば
、
駈
ぴ
ε
を
ベ
ク
タ
ー
と
考
え
れ
ば
、
最
小
自
乗
法
の

原
理
は
・
瓢
宴
か
夕
、
三
貧
云
い
裳
㌫
い
寡
解
訟
こ
と
　
　
一
一
最
省
乗
法
の
統
計
学
的
側
面



　
前
節
に
お

い
ては
、
線
型
近
似
と
し
て
の
最
小
自
乗
法
を
展
開
し
た
が
、

統
計
理
論
に

・

け
員
省
黍
は
そ
の
；
の
応
尼
す
ぎ
な
い
。
・
・
　
　
　
（
㌣
‥
㎏
§
エ
“
三
・
）

では
、
前
節
に
お
け
る
空
間
L
の
元
と
し
て
次
に
定
義
す
る
観
察
値
の
べ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
4

タ

ー
を
考
え
、
そ
の
内
積
を
同
じ
く
次
に
定
義
す
る
積
率
で
お
き
換
え
れ
ば
　
　
即
ち
、
最
小
自
乗
回
帰
の
残
差
の
平
均
は
o
で
あ
る
こ
と
及
び
残
差
は
各
々

よ
い
。
n
回
の
観
察
で
、
各
々
、
＋
戸
個
の
測
定
値
を
含
む
と
考
え
よ
う
。
　
　
の
回
帰
子
（
吟
O
σ
q
『
O
o
o
ω
O
吋
）
8
ピ
…
亀
∀
と
無
相
関
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
と

即ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
わ
け
、
第
二
の
こ
と
は
前
節
で
の
帰
結
た
る
直
交
性
に
対
応
す
る
も
の
で

　　
袖
。
ご
8
さ
…
・
S
巨
…
8
。
賠
S
　
博
．
：
も
冨
w
…
盲
。
ぎ
§
§
．
：
S
§
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
更
に
蹴
と
残
差
の
同
時
分
布
に
正
規
性
の
仮

こ
こ
で
L
の
喝
＋
H
個
の
元
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
が
あ
れ
ば
こ
の
こ
と
は
残
差
と
各
回
帰
子
と
の
独
立
性
を
意
味
す
る
。

ρ
）
§
1
1
〔
§
●
§
袖
・
…
・
§
∪
　
　
廿
。
二
・
…
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
こ
と
を
図
示
す
れ
ば

駕
緊
馴
翼
認
講
轄
め
に
述
べ
た
線
型
空
間
，
、
…
－
，
ほ
、
…
工
　
熟
舗
辮
賢
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（・

；
↓
誌
－
ξ
・
…
・
　
　
　
　
…
）
図
戴
』
鷲
霞
↑

な

る
積
率
と
嚢
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㌔
　
一
（
・
・
邑
（
羨
元
）
と
残
差
一

（
°
・
）

3
”
ぎ
＋
…
ぎ
　
8
－
8
°
《
　
　
　
　
　
　
川
　
　
…
偉
オ
・
・
タ
ー
竺
ー
・
次
元
）

で

鋤を
近
似
す
る
と
考
え
れ
ば
・
前
節
と
同
様
の
結
論
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
と
に
分
解
す
る
こ
と
で
あ
り

と
き
・
前
節
の
諸
公
式
は
よ
く
知
ら
れ
た
回
帰
分
析
の
公
式
と
な
る
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
こ
の
と
き
（
b
q
§
）
と
亘
と
の

る
・
さ
て
こ
こ
で
ぎ
n
〔
」
“
…
』
と
し
て
常
数
項
い
星
を
③
に
附
　
　
　
　
　
…
　
　
な
す
角
は
直
角
で
あ
る
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
元
空間
の
ベ
ク
タ
ー
（
8
0
）

加し
て
前
節
の
結
果
に
対
応
し
た
も
の
を
導
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
そ

の
、

次元
の
部
分
空
間
に
射
影
さ
れ
た
も
の
が
（
㎏
8
°
）
な
の
で
あ
る
。

（±

　
」
ド
陸
S
‖
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
そ
れ
で
は
最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
係
数
5
1
は
、
統
計

　
　　
篭
↑
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
的
に
ど
の
よ
う
な
好
ま
し
い
性
質
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
前
に
、
母
数
（
こ
こ
で
ム
の
こ
と
を
統
計
学
で
い
う
よ
う
に
母
数
と
い

〔
・
）

十
酔
（
§
｝
）
《
叶
酔
・
§
L
　
　
　
　
お
∪
を
璽
湾
た
め
の
観
察
値
の
函
数
た
・
推
定
亭
の
望
ま
し
い
性

　
　
　　
⇔
1
1
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
s
1
1
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
を
若
干
述
べ
る
。



　
θ　
不
偏
性
。
観
察
値
の
大
き
き
の
任
意
の
値
に
対
し
、
T
の
期
待
値
　
　
　
さ
て
最
小
自
乗
法
に
よ
れ
ば
、
最
小
に
す
べ
き
も
の
は
e
の
二
乗
（
1
1
0
、
句
）

せ
弓
（
『
）
が
、
母
数
の
真
の
値
θ
に
等
し
い
と
き
。
即
ち
恕
弓
（
『
）
1
1
硲
。
こ
の
と
　
　
で
あ
る
。

き
τ
を
不
偏
推
定
量
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ご
・
、
・
”
（
∨
1
き
）
、
（
∨
ー
蓉
）
1
1
∨
∨
↓
、
×
∨
1
曳
蓉
＋
b
、
×
、
輻

　
⇔　
一
致
性
。
篭
↓
8
の
と
き
τ
が
θ
に
確
率
収
敏
す
る
と
き
、
即
ち
　
　
　
　
1
1
曳
∨
l
N
ざ
×
Q
＋
『
×
、
×
㌃

㌔
s
（
吋
さ
ー
旦
〉
⑰
）
↓
O
（
さ
↓
8
・
㌶
H
甫
帥
）
。
　
い
い
か
え
れ
ば
隷
↓
8
　
　
こ
こ
で
×
、
×
‖
¢
と
書
き
、
向
に
つ
き
微
分
し
て
0
と
お
け
ば
、

のと
き
S
さ
I
O
の
絶
対
値
が
ε
よ
り
大
き
く
な
る
確
率
が
0
と
な
る
と
き
、
　
（
Q
。
）
閲
㌃
1
1
×
、
∨

Tを
θ
の
一
致
推
量
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
か
ら
求
め
た
β
が
最
小
自
乗
推
定
量
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
推
定
量
を
示
す

　
国

　有
効性
。
次
の
二
つ
の
条
件
も
満
足
す
る
ア
を
θ
の
有
効
推
定
量
と
　
　
慣
例
に
従
っ
て
β
で
表
わ
そ
う
。
筒
、
二
次
形
式
ミ
留
1
1
寒
、
×
粛
☆
‖
（
×
是
）
、

いう
。
ω
＜
ー
0
1
（
『
ー
魯
）
が
漸
近
的
に
平
均
0
、
分
散
留
の
規
正
分
布
　
　
　
（
×
ミ
）
は
負
で
あ
り
得
な
い
か
ら
防
は
非
負
で
あ
る
。

（之
（
P
q
。
）
と
書
く
）
に
従
っ
て
分
布
す
る
。
②
T
を
ぺ
、
副
（
『
ー
Φ
）
が
　
　
　
き
て
ぷ
が
ロ
o
ロ
，
・
ぎ
゜
q
巳
自
の
と
き
そ
の
逆
行
列
句
山
が
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漸
近的
に
』
＜
（
ρ
q
．
）
従
っ
て
分
布
す
る
よ
う
な
任
意
の
推
定
量
と
す
る
　
　
（
O
＞
㌃
‖
砺
山
×
ぺ

と
き
　
q
・
臥
q
這
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
期
待
値
を
と
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　筒
、
推
定
函
数
が
線
型
で
、
不
偏
で
、
且
つ
そ
の
分
散
が
最
小
な
る
も
の
　
　
ε
　
b
弓
（
〉
＞
1
1
同
（
防
1
一
×
、
ぺ
）
n
ヒ
弓
〔
句
山
×
、
（
×
㌃
＋
、
）
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱

を
最
良
線
型
不
偏
推
定
量
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
国
（
句
山
句
ひ
十
防
よ
×
、
、
）
1
1
じ
弓
（
“
）
＋
閲
己
×
、
国
（
恥
）
n
、
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ト

　こ
こ
で
本
題
に
戻
り
、
回
帰
直
線
の
係
数
の
最
小
自
乗
推
定
値
の
も
っ
性
　
　
故
に
β
は
不
偏
推
定
量
で
あ
る
。

質を
調
べ
よ
う
。
こ
こ
で
視
覚
的
な
ま
ぎ
ら
わ
し
さ
を
避
け
る
た
め
、
前
の
　
　
　
不
偏
推
定
量
の
中
で
最
小
の
分
散
を
も
つ
こ
と
を
見
よ
う
。
こ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

吻
ベ
ク

タ
ー
を
ツ
と
、
係
数
を
慣
例
に
従
っ
て
β
と
書
き
換
え
、
観
察
値
の
　
　
先
づ
β
の
分
散
を
計
算
す
る
。

作る
線
型
回
帰
式
を
次
の
如
く
書
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
〔
（
ぬ
ー
O
）
（
⇔
l
O
）
、
〕
1
1
国
〔
（
句
山
ぴ
Q
十
硫
己
×
恥
ー
“
）
（
切
山
防
“
十
防
よ

（

9
　
∨
n
×
ひ
十
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
、
、
1
ひ
）
、
〕
H
㎏
〔
（
吻
－
　
×
、
、
×
吻
山
×
バ
）
、
〕
1
1
㎏
（
句
よ
×
、
魯
ぶ
吻
己
）

但
し
＼
∨
三
　
・
ξ
烏
三
ξ
三
　
・
、
　
　
さ
　
　
　
　
斗
】
×
、
〔
史
9
、
）
〕
膓
－
戸
，
叫
戸
題
。
柏
巨
叫
戸

　
　
㌃
三
象
「
㌣
新
計
e
“
↑
一
⇔
㌧
二
‖
一
ぶ
良
．
　
　
　
　
‖
q
口
已
－
戸
題
×
防
－
声
H
。
已
防
、
声
防
㊤
，
一
　
N
培
〔
H
＞
×
も
概
欝
守
墨

　
　
　　
・
こ
　
　
…
…
　
…
．
　
二
」
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
θ
欝
怜
虚
町
ひ
ソ
ひ
）

　
　
　　
．
ざ
＼
　
　
　
も
さ
§
ぶ
　
亀
§
　
　
　
　
／
夢
・
　
　
　
？
　
　
　
　
ε
　
　
　
u
°
鍔
山

こ
こ
で
6
1
…
鋤
は
互
い
に
独
立
で
平
均
0
、
有
限
な
分
散
0
2
を
も
つ
分
布
に
　
　
さ
て
β
の
推
定
の
た
め
に
観
察
値
ツ
の
線
型
不
偏
推
定
量
』
∨
を
作
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヰ
こ

従う
も
の
と
す
る
。
筒
、
ベ
ク
タ
ー
や
行
列
の
転
置
は
’
を
つ
け
て
示
す
。
　
　
こ
れ
は
次
の
条
件
を
満
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。



§
ヒ
弓
（
』
∨
）
1
1
史
艮
、
＋
賠
）
‖
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
例
え
ば
弓
゜
民
。
8
日
§
¢
昏
≦
◆
O
°
エ
8
P
．
。
弓
冨
国
ω
⇔
言
良
・

団
（
。
）
1
1
0
な
る
故
A
は
次
の
条
件
を
満
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
な
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
o
ロ
o
｛
ω
声
日
巳
冨
ロ
8
ロ
る
・
ド
首
。
昌
国
8
ロ
o
目
8
閲
亀
巴
ざ
9
露
冒
．
．
、
甘

墓
た
1
1
＼
　
（
N
〔
W
伜
同
冷
∀
巳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句
s
§
～
合
匂
ざ
国
へ
o
§
§
昌
斗
6
忘
o
導
o
合
゜
戸
O
認
を
見
よ
。

こ
こ
で
（
句
－
貞
、
十
切
）
な
る
行
列
を
作
り
、
㎏
×
‖
O
唇
　
（
O
、
は
、
×
〉

の

零
行列
）
を
満
足
喜
る
よ
う
に
す
れ
ば
・
こ
れ
は
⑬
を
満
足
す
る
・
故
　
　
三
経
済
的
関
係
式
推
定
へ
の
適
用
に
お
け
る
一
つ
の
問
題

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
第
二
節
で
我
々
は
最
小
自
乗
法
の
原
理
と
そ
の
長
所
と
を
説
明
し
た
。
最

ε
　
（
防
｜
已
、
十
切
）
∨
但
し
切
×
n
∨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
自
乗
法
は
元
来
実
験
的
観
察
に
お
け
る
誤
差
論
か
ら
生
れ
た
。
そ
し
て
そ

は
β
の
任
意
の
不
偏
推
定
量
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
推
定
量
の
分
散
共
分
散
　
　
れ
が
適
用
さ
れ
た
多
く
の
分
野
に
お
い
て
は
、
後
に
説
明
す
る
如
く
、
そ
の

行
列を
計
算
す
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
所
を
生
む
べ
き
原
理
的
前
提
条
件
の
満
足
が
容
易
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
経

　　
団
〔
（
ω
↓
×
、
十
㎏
）
6
6
、
（
×
句
己
＋
句
、
）
〕
‖
S
（
吻
∴
×
、
＋
㎏
）
（
×
句
よ
＋
㎏
、
）
　
　
　
済
的
デ
ー
タ
ー
に
お
け
る
誤
差
と
ス
ト
カ
ス
チ
ッ
ク
な
経
済
モ
デ
ル
に
つ
い

墓
　
　
　
　
H
碕
犬
已
己
十
ぴ
㎏
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
先
づ
こ
の
こ
と
と
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
最
小

こ
こ
で
こ
の
行
列
の
へ
－
“
元
が
推
定
量
の
分
散
を
表
わ
す
の
で
あ
る
が
、
　
　
自
乗
法
批
判
と
の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

団
切
、
の
こ
元
は
B
の
第
i
行
の
元
の
二
乗
の
和
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
　
　
　
前
に
も
断
っ
た
如
く
、
我
々
は
時
系
列
や
観
察
誤
差
の
問
題
を
他
の
機
会
　
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト

のす
べ
て
の
元
が
0
で
な
い
限
り
正
で
あ
る
。
従
っ
て
、
最
小
自
乗
推
定
量
　
　
に
譲
っ
て
い
る
の
で
、
残
る
最
大
の
問
題
は
い
わ
ゆ
る
同
時
的
関
係
（
連
立
　
　
一

も
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
へ

⑨
以
外
のど
の
線
型
不
偏
推
定
量
も
よ
り
大
な
る
分
散
を
も
つ
。
即
ち
最
小
　
　
方
程
式
法
）
の
問
題
で
あ
る
。
経
済
デ
ー
タ
ー
は
、
一
般
に
同
時
的
諸
関
係

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
シ
　
　
シ
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
へ

自
乗
推
定
量
⑨
は
最
良
線
型
不
偏
推
定
量
で
あ
る
。
筒
、
こ
の
こ
と
に
は
、
　
　
の
体
系
か
ら
生
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
最
小
自
乗
法
に
よ

残
差
の

平
均
零
そ
の
分
散
が
有限
一
定
、
そ
し
て
残
差
が
互
い
に
独
立
と
　
　
る
伝
統
的
な
接
近
法
は
、
ホ
ー
ヴ
ェ
ル
モ
ー
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
単
一
方
程

いう
こ
と
以
外
の
仮
定
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
　
　
式
（
，
－
甘
o
Q
す
。
ロ
ロ
昌
。
ε
法
で
あ
っ
て
、
経
済
変
数
の
相
互
依
存
関
係
を
無

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
シ
カ
ゴ
の
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
シ
ャ
ン
の
主

　こ
の
他
、
最
小
自
乗
推
定
量
に
つ
き
述
べ
る
べ
き
性
質
も
あ
る
が
こ
こ
で
　
　
張
の
基
本
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
最
小
自
乗
法
と
同
時
方
程
式
法
と
の
関

　
　
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

省
略
する
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
に
つ
い
て
プ
ロ
ソ
ブ
ェ
ン
ブ
レ
ン
ナ
ー
の
論
文
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。
こ

　
（
1
）
　
例
え
ば
ω
゜
ω
・
司
巳
犀
ρ
ミ
ミ
＞
o
§
ミ
苛
⇔
N
ぴ
音
篭
ね
苦
句
゜
邦
訳
二
〇
　
　
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
彼
女
の
論
文
は
、
具
体
的
且
つ
明
快
で
あ
り
、
又
二

　
　
五
頁
以
下
参照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
程
式
モ
デ
ル
を
取
扱
っ
て
い
て
も
一
股
的
推
論
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の

　
（
2
）
　
行
列
の
諸
演
算
に
つ
い
て
は
例
え
ば
藤
原
前
掲
書
参
照
。
　
　
　
　
　
で
あ
っ
て
、
代
表
的
に
取
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
正
確
に
は
＾
β
の
分
散
共
分
散
行
列
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
女
の
目
的
は
、
方
程
式
体
系
内
の
一
つ
の
方
程
式
に
直
接
に
最
小
自
乗



を
適
用
し
た
と
き
に
生
ず
る
バ
イ
ア
ス
（
偏
り
）
の
源
泉
と
そ
の
大
き
さ
を
　
　
え
な
が
ら
課
し
て
い
く
。
先
づ
ω
の
方
程
式
の
推
定
の
み
を
問
題
と
し
て
取

つき
と
め
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
次
の
二
つ
の
方
程
式
体
系
　
　
扱
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
ご
1
1
0
と
し
て
も
ω
の
庄
o
ロ
法
冨
げ
＝
晴
は
変
ら
ぬ

を
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
ご
n
P
蒼
‖
べ
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
も
　
　
ト
　
　
へ

⌒巳

∨
・
＋
、
旨
∨
醐
＋
ご
さ
＋
恥
戸
U
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
の
バ
イ
ア
ス
。
　
（
伽
か
ら
来
る
も
の
。
即
ち
施
と
物
と
の
閻
の
相
関

｛N
）

漂
Q
戸
＋
審
＋
ご
忍
＋
ぽ
U
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
係
か
ら
来
る
も
の
。
）
　
こ
れ
だ
け
切
離
し
て
考
え
る
た
め
亀
漏
1
1
0
と
お

こ
こ
で
、
力
、
乃
、
9
1
及
び
砲
は
観
察
可
能
で
あ
り
、
観
察
値
（
∨
さ
∨
呈
　
　
く
。

ぷ
せ
N
思
）
（
へ
‖
ど
沖
…
“
さ
）
が
得
ら
れ
、
物
、
均
は
観
察
出
来
な
い
ラ
ソ
ダ
ム
　
　
⌒
ε
　
S
＋
、
冨
∨
“
十
3
‖
S

な

撹
乱
であ
る
。
又
ツ
は
内
生
変
数
、
z
は
外
生
変
数
と
す
る
。
即
ち
、
る
　
　
芭
　
㌃
培
＋
さ
＋
盲
＋
忍
‖
§
　
　
　
　
o
一
博
1
1
0

は

体
系

外
で
決
定き
れ
、
内
生
変
数
に
影
響
を
与
え
る
が
、
そ
れ
か
ら
は
影
　
　
こ
こ
で
一
定
の
2
に
対
し
て
は
、
ω
と
㈲
は
力
と
ぬ
の
二
次
元
的
関
係
式
に

響を
受
け
な
い
。
　
こ
の
窯
に
つ
い
て
は
次
の
三
つ
の
こ
と
を
仮
定
し
て
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
ー
　
　
　
ち

く
。
円
そ
れ
は
擬
乱
項
μ
と
は
独
立
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
μ
の
標
本
　
　
　
　
　
　
　
S

変動
は
強
及
び
ツ
の
み
に
基
く
。
⇔
標
本
の
×
き
さ
が
無
限
に
大
き
く
な
る
　
　
　
　
　
苛
　
恥
．
’
　
　
％
ー

と
き
、
そ
の
二
次
の
積
護
、
有
限
な
値
を
も
つ
か
、
な
い
し
は
有
限
な
値
　
脚
ち
恥
．
’
％

に

確
率

収
敏
する
。
国
こ
れ
ら
の
積
率
の
行
列
は
ロ
o
㌣
巴
目
③
q
巳
曽
で
あ
る
。
　
　
　
図
　
　
　
　
脇
　
　
、
’
ー
n
増

（こ
れ
は
複
共
線
性
の
存
在
す
三
つ
の
場
A
口
を
除
ー
こ
と
に
な
る
。
）
次
に
、
　
二
　
　
恥
、
’
恥

μ

に

つ
い
て
は
、
そ
れ
は
観
察
誤
差
で
は
な
く
、
各
々
小
さ
い
影
響
を
も
つ
　
　
　
オ

多
の

省
略
さ
れ
変
数
の
総
効
果
で
あ
っ
て
、
物
と
物
は
二
変
数
正
規
分
布
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

な
し
、
平
均
に
0
、
分
散
各
々
ぱ
、
㎡
、
共
分
散
触
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ω
、
　
　
y

　
　
　
　
　
　
S
　
D
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

恥

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　詳
　
　
　
　
　
’
“
　
q

ラ
　
　
　
　

B
β
　
　
　
　
④
　
　
．
　
　
ー

画　
　
D
①
　
．
’
砺

二
　
　
　
　
　
D

オ
　
　
　
　
％
　
．
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
S

　
　
　
　
　
　
　
　
D

y

②
は
共
に
庄
0
9
」
ば
⇔
魯
江
o
ロ
の
必
要
且
つ
十
分
条
件
を
満
し
て
い
る
（
ご
什
　
　
帰
す
る
。
異
な
る
値
の
z
に
関
し
て
、
第
二
図
の
如
く
D
D
直
線
（
二
つ
の

ρ誉
井
O
な
ら
ば
）
。
叉
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
程
式
ω
②
を
以
後
例
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
供
給
函
数
及
び
需
要
函
数
と
考
え

⌒
◎
。
）

∨
ド
＋
㌃
㍍
旨
＋
誉
注
＋
⑩
‖
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
こ
の
記
号
を
用
い
る
）
に
つ
い
て
は
、
平
行
な
直
線
群
が
出
来
る
。
観
察

なる
平
面
は
ツ
、
ッ
及
び
2
の
間
の
「
真
の
」
又
は
「
撹
乱
き
れ
ざ
る
」
関
　
　
点
O
さ
さ
［
）
に
対
応
す
る
撹
乱
の
な
い
真
の
点
O
さ
●
“
↑
）
は
8
8
直
線

係を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
②
式
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
　
　
　
と
D
D
直
線
群
と
の
交
点
と
し
て
決
定
き
れ
る
。

　
結
論的
に
二
つ
の
バ
イ
ア
ス
の
根
源
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
　
　
　
こ
こ
で
我
々
は
旬
と
θ
と
の
間
の
重
要
な
相
違
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
つ
一
つ
を
考
察
す
る
た
め
に
、
モ
デ
ル
に
少
し
つ
つ
制
限
条
件
を
変
　
　
是
こ
什
O
な
る
と
き
は
8
8
直
線
が
勾
配
伽
は
そ
の
ま
ま
で
平
行
移
動
す
る

「
5
8一



蹴顯
盟

齢
、
（
難
靴
遷
誘
騒
誘
舗
ボ
ぱ
㎎
⌒
・
．
）
，
・
、
“
具
⇔
㌧
“
・
盲
＋
・
・
．
］
＋
ー
ひ
ー
）

ち
、
．
．
‖
。
z
陽
合
は
、
観
誉
れ
る
点
の
鍵
座
標
は
そ
の
ま
ま
で
鉤
（
・
。
；
‖
・
晶
劃
（
］
＋
、
・
・
．
－
．
「
、
§
＋
邑

灘
響
蕪
麟
…
…
鞭
簿
輌
醗
違
難
一
鱗
鞭
㌶

方
和を
最
小
に
す
べ
き
理
由
は
な
い
し
・
ど
ち
ら
の
方
向
に
最
雀
し
て
も
用
し
て
計
算
す
れ
ば
、

・
・
の
不
擢
纏
が
得
・
れ
・
・
考
・
・
べ
蓮
由
は
な
い
・
力
の
方
向
三
・
．
．
『
頑
、
霞
翼
玲
鷲
で
．
、
－

に

最
小
に
し
た
時
の
バ
イ
ア
ス
は
次
の
如
く
に
し
て
得
ら
れ
る
。
、
㍍
の
最
　
　
標
本
積
率
は
母
集
団
の
積
率
の
一
致
且
つ
漸
近
的
に
不
偏
な
推
定
値
で
あ
り
・

小自
乗
推
定
値
③
（
一
）
烏
は
次
の
値
に
確
率
収
敏
す
る
。
そ
の
極
限
値
を
表
　
　
又
積
率
の
有
理
函
数
を
取
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
せ
ち
）
の
確
率
極

わ

す
の
に
慧
“
§
と
書
く
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
y
2
　
　
限
た
る
、
㍍
（
声
）
を
大
き
さ
無
限
大
　
　
一

（。；
。
e
さ
菖
“
ε
－
さ
ー
尋
．
δ
　
　
　
　
　
　
　
竺
‘
㌦
　
　
の
標
杏
お
け
る
湯
㌘
の
回
帰
5
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　0
係
数
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
・
従
・
一

　
　
　
　

　
苦
↓
8
・
ぎ
↓
8
日
爲
罵
　
　

但し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
　
　
．
　
　
　
ー
　
1
2
　
て
、
曽
廿
O
の
場
合
の
漸
近
的
な
バ

｛
．
）

g
－
n
蒜
（
∨
慧
ー
さ
）
（
ー
恕
）
蒜
ー
－
　
♂
㌧
ア
認
・
カ
ギ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
ち
三
　
　
　
邑
患
＋
。
。
＋
、
§

　　　　
蒜
∨
迫
∨
．
〔
、
‖
㌫
∨
・
・
　
　
％
τ
卿
。
才
鷲
る
詳
醗
竃
パ

　
　
　
　　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
2
　
即
ち
、
ぶ
戸
‖
P
q
這
‖
O
の
と
き
、

　　　　㌣
十
ぽ
こ
　
　
　
　
　
　
　
％
碁
　
・
の
モ
デ
ル
で
は
竃
・
独
立
・

　
　
　
　
　
　
　
　　
鯖
‖
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
、
最
小
自
乗
法
適
用
の
た
め

他
方ω
、
㈲
か
ら
誘
導
形
を
作
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
条
件
が
満
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

2
1

　　

　
　
／
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

D
　
　
‘
β
‘
　
S



の

工訪
賢
彰
罐
認
舗
狸
鵠
か
購
霞
§
∨
・
‖
〒
計
≒
、
・
∨
－
∨
・
譲
∀
．
－
、
・
硬
・
．
よ
“
・
．
畏
．
－
決
・
）
〕

する
。
　
（
第
三
図
参
照
）
。
　
こ
こ
で
前
と
同
様
に
考
え
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
心
‖
S
（
．
、
）
＋
∨
．
（
N
、
。
。
）
＋
∨
㌦
宋
）
＋
心
　
ぷ
‖
曄
薄

。

ミ
）
－
恒
鳩
㌦
嚢
璽
．
・
　
　
　
熟
難
顯
翼
謙
っ
に
乃
を
分
解
し
た
も
の
と
解
し
得
る
．

バ

，
ア
ス
は
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
砂
㍊
ぷ
ピ
㌔
。
よ
題
顯
‥
”
≒
N
・
。
ξ
・
．
ぎ
．

（

《
．
・
（
．
．
－
ぎ
‖
＆
鶉
¶
　
　
　
　
　
　
は
券
を
籍
関
の
成
分
と
考
．
え
得
る
・
又
第
三
項
∨
“
§
は
勘
・
あ

S
樽
n
O
な
ら
ば
勿
論
“
p
“
（
戸
）
ー
㌃
這
1
1
0
と
な
り
、
前
と
同
じ
結
論
に
達
す
る
。
　
両
方
と
独
立
な
施
の
成
分
で
、
回
帰
式
に
よ
っ
て
は
「
説
明
さ
れ
ず
」
に
残

　さ
て
以
上
と
同
様
な
考
察
を
一
般
的
な
二
方
程
式
モ
デ
ル
ω
②
に
つ
い
て
　
　
さ
れ
た
ツ
の
成
分
で
あ
る
。
⑮
の
分
母
子
を
（
戸
ー
、
ロ
漂
】
）
“
で
割
れ
ば
、

行
っ
て
み
よ
う
。
前
と
同
じ
よ
う
に
計
算
す
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
子
は
胡
と
∨
袖
（
ぎ
）
と
の
共
分
散
の
符
号
を
変
え
た
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ト
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
シ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
シ
　
　
　
ヤ

・
あ

㌃
・
・
．
．
）
‖
㎞
．
．
q
．
、
訓
寵
鷲
鶉
翼
誰
議
N
、
．
鰻
．
○
　
籔
顯
壕
s
．
ぎ
．
）
に
比
例
す
る
．
㌶
の
三
っ
の
成
分
は
互
い
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　　　　
§
。
忍
。
』
β
ー
燕
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㊤
§
（
∨
・
）
－
§
（
s
＾
N
．
）
）
＋
§
（
書
（
w
袖
。
）
）
＋
§
（
∨
・
・
叉
）
）
　
、
：
　
↓

こ
こ
で
は
・
2
の
2
2
に
対
す
る
最
小
自
乗
回
帰
の
残
差
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
　
　
咽
②
滑
栂
嚇
、
（
H
㍉
、
声
浩
W
p
）
‥
咋
割
池
W
澗
⑳
冷
散
と
な
る
か
ら
、
バ
イ
ア

漸
近
的知
イ
ア
ス
は
・
　
　
　
　
　
　
　
　
・
は
・
・
．
（
篭
。
）
＋
・
・
．
e
）
）
と
琵
例
す
る
・
と
雰
る
。
以
上
を
要
約

竃
顯
錘
鑓
麺
根
本
的
量
要
竃
鷺
縫
議
聾

な

役
割藁
・
て
い
…
が
次
の
如
乏
・
て
分
・
．
　
　
　
　
－
到
詔
蓄
熊
W
（
ぱ
）
）

　
　
　
　忍
‖
」
臨
閑
ド
さ
＋
忍
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ン
フ
ェ
ン
ブ
レ
ン
ナ
ー
は
こ
の
よ
う
に
最
小
自
乗
推
定
を
直
接
的
に

　
　
　
　
　
　
ミ
き
ぷ

で
あ
る
か
ら
・
こ
れ
を
飽
の
誘
導
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
程
式
体
系
内
の
一
方
程
式
に
適
用
し
た
場
合
の
バ
イ
ア
ス
を
計
算
し
た
の

・
●
§
□
計
㌧
ぎ
；
・
・
オ
§
－
イ
ぎ
ま
）
　
　
誘
鵠
に
鷲
鵠
繍
諌
㌫
還
鑓
鵬
韓
品
蘇
贈

に

代
入
す

れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
逆
に
最
小
自
乗
法
擁
護
の
重
要
な
一
点
と
な
る
定
理
の
説
明
例
と
し
て
行
わ



れ
て
いる
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
　
　
乗
法
の
経
済
分
析
に
お
け
る
妥
当
性
健
全
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
零
o
－

の
は
、
最
小
自
乗
法
を
め
ぐ
る
諸
論
者
の
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
考
　
　
×
一
日
」
蔓
↓
庁
8
苫
日
を
第
一
節
で
の
数
学
的
形
式
で
証
明
す
る
こ
と
は
容
易

え
方
を
代
表
し
て
い
る
か
を
知
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
　
　
で
あ
る
が
省
略
す
る
。
）

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
方
紙
数
も
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
終
り
の
部
分
は
前
の
部
分
と
比
較

　も
し
擬
乱
項
が
無
視
し
得
る
程
小
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
回
帰
子
　
　
す
れ
ば
借
論
じ
足
り
な
い
恨
み
が
あ
る
が
、
こ
の
辺
で
以
上
の
問
題
を
整
理

（前
述
の式
で
は
ッ
と
2
）
が
擬
乱
項
と
無
相
関
で
あ
れ
ば
、
最
小
自
乗
回
　
　
し
て
み
れ
ば
、
結
局
、
問
題
は
、
最
小
自
乗
法
の
原
理
か
ら
来
る
残
差
と
回

帰
係数
が
不
偏
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ト
は
こ
の
二
つ
の
　
　
帰
子
と
の
直
交
性
、
無
相
関
性
に
帰
す
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

条
件
が

相
互
補
強的
に
働
い
て
最
小
自
乗
回
帰
数
の
バ
イ
ア
ス
を
減
少
せ
し
　
　
真
の
問
題
は
最
小
自
乗
法
そ
れ
だ
け
を
切
離
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
は
な

め
る
と
い
う
こ
と
を
云
わ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
そ
の
原
理
的
前
提
の
実
現
が
、
経
済
的
関
係
の
分
析
に
お
い
て
困
難
で

　
母
集
団
回
帰
関係
、
最
小
自
乗
回
帰
関
係
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
う
よ
う
。
物
理
学
、
医
学
、
農
学
等
の
分
野
に

亘
　
∨
‖
、
8
＋
N
x
　
∨
”
い
S
＋
硬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
は
、
一
般
に
、
回
帰
関
係
の
統
計
的
導
出
に
当
っ
て
実
験
的
な
観
察

と
す
る
。
ゾ
、
痔
は
各
々
残
差
で
あ
る
。
又
簡
単
の
た
め
に
変
数
は
皆
平
均
　
　
が
可
能
で
あ
り
、
さ
し
当
っ
て
問
題
と
な
ら
ぬ
要
因
の
固
定
な
い
し
は
中
立
　
　
一

から
の
偏
差
を
と
っ
て
あ
る
か
ら
吋
（
S
）
1
1
国
（
∨
）
1
1
0
で
あ
る
。
す
る
と
　
　
　
化
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
実
験
か
ら
は
最
小
自
乗
法
の
前
提
を
　
6
1

．
∪・
q
（
．
）
－
虫
W
－
㎏
〔
旬
辮
冴
．
．
）
〕
－
、
㎏
（
s
爬
銚
R
ド
　
計
晶
⊇
請
㌘
鱈
纏
齢
玲
⑪
霞
㌍
誌
鯵
齢
㌍
一

　　　　‖
、
＋
－
，
弓
顯
遠
↓
＋
♂
．
い
曄
－
　
　
　
　
　
鐸
諸
誇
響
勒
記
醒
㌶
稼
繕
贈
邦
課
醗
嬬
品

　　　
　
（♂
．
‖
＜
脹
眺
計
　
　
　
　
　
　
　
露
㍍
ぽ
醒
纏
舗
鴻
肝
ぽ
銚
鰭
駆
麟
鋪
ぱ
舗

こ
れ
で
証
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
　
・
（
・
祈
）
と
さ
R
英
と
が
一
次
の
オ
ー
ダ
ー
　
　
る
か
ら
、
理
論
モ
デ
ル
の
構
成
の
仕
方
と
デ
ー
タ
ー
（
例
え
そ
れ
が
正
確
な

の

小き
さ
で
あ
れ
ば
、
バ
イ
ア
ス
は
二
次
の
オ
ー
ダ
ー
の
小
さ
き
と
な
る
と
　
　
も
の
で
あ
っ
て
も
）
の
選
び
方
に
よ
っ
て
は
、
最
小
自
乗
法
の
原
理
的
前
提

いう
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
ウ
ォ
ル
ト
は
㊥
「
o
箆
日
｛
蔓
↓
庁
o
o
器
日
と
呼
　
　
が
満
さ
れ
る
の
に
程
遠
い
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。

ん

で
いる
が
、
こ
の
定
理
に
基
づ
き
、
実
際
的
に
残
差
の
分
散
は
回
帰
子
の
　
　
　
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
の
に
二
つ
の
方
向
が
あ
る
。
　
一
つ
は
統
計
的
推
定

分
散
に比
べ
て
大
体
非
常
に
小
さ
い
こ
と
、
及
び
回
帰
子
の
取
捨
選
択
に
よ
　
　
方
法
か
ら
の
適
応
、
他
は
経
済
理
論
モ
デ
ル
か
ら
の
適
応
で
あ
る
。
我
々
は
、

っ

て

そ
の

残
差と
の
相
関
を
小
な
ら
し
め
得
る
こ
と
と
を
考
慮
し
て
最
小
自
　
　
共
に
最
小
自
乗
法
の
原
理
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
同
時
的
経
済
関
係
の
分
析



に

お
け
る
最
小
自
乗
法
へ
の
評
価
が
異
な
っ
た
二
つ
の
立
場
を
対
比
し
て
み
　
　
　
（
3
）
　
工
゜
司
o
置
、
b
恥
ミ
o
＆
9
ミ
∨
瓢
孕
や
鵠
・

た

の

で
ある
が
、
両
者
の
分
岐
点
は
ま
さ
に
こ
の
適
応
の
仕
方
に
あ
る
と
い
　
　
　
（
4
）
　
一
ず
一
鮎
二
唱
゜
8
・

っ

ても
よ
い
で
あ
ろ
う
。
シ
カ
ゴ
学
派
は
可
能
な
限
り
統
計
的
推
定
方
法
か

ら
の
適
応
を
考
え
て
、
同
時
関
係
式
の
最
尤
推
定
法
へ
と
進
ん
だ
。
こ
れ
に

対し
て
ウ
ォ
ル
ト
は
経
済
モ
デ
ル
か
ら
の
適
応
を
主
張
し
て
、
逐
次
モ
デ
ル

に

拠り
、
推
定
方
法
と
し
て
は
仮
定
の
最
も
少
な
い
最
小
目
乗
法
を
健
全
な

も
の
と
し
た
。
こ
の
二
つ
の
ど
ち
ら
か
に
こ
こ
で
軍
配
を
あ
げ
よ
う
と
す
る

に

は

余り
に
も
多
く
を
論
じ
残
し
て
い
る
。
最
小
自
乗
法
を
全
く
又
は
ほ
ぼ

バ
イ
ア
ス
な
し
に
適
用
出
来
る
誘
導
形
や
逐
次
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
更
に
最

尤
法
の

性
格
に

つ
い
て

等
であ
る
。
し
か
し
、
い
つ
れ
に
せ
よ
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

ウ
ォ
ル
ト
の
言
葉
は
非
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
『
回
帰
法

に

対
する
最
近
の
批
判
の
多
く
は
、
疑
も
な
く
、
近
代
統
計
学
の
諸
方
法
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

勝
利を
経
済
統
計
学
社
会
統
計
学
に
ま
で
持
ち
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
計
画
は
大
き
な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
。
非
実
験
的
デ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

タ

ー
へ
の
適
用
に
お
い
て
は
、
我
々
は
撹
乱
や
残
差
の
適
当
な
ス
ペ
シ
フ
ィ

ケ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
必
要
な
経
験
と
知
識
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

…
…
よ
り
よ
い
方
法
が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
時
に
は
、
そ
の
利
点
は
常
に
、

最
小自
乗
法
の
、
根
抵
に
あ
る
仮
定
が
非
常
に
弾
力
的
で
あ
る
こ
と
及
び
数

値
計
算
が
ご
く
簡
単
で
あ
る
と
い
う
実
質
的
利
益
と
、
秤
に
の
せ
て
比
べ
ら

れ
なけ
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
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（
2
）
　
完
ゆ
ロ
島
民
△
餌
江
o
ロ
の
分
り
易
い
解
説
と
し
て
は
句
S
＆
芯
s
中
の
第

　
　

二
章を
見
よ
。


